
平成31年第１回定例会は、２月27日から21日間の会期で開かれま
した。新年度予算を初め、議案37件、報告２件、同意４件、発議１
件が上程され、いずれも原案のとおり可決されました。

各
種
施
設
の
使
用
料
等
の
引
き
上
げ

　
10
月
か
ら
消
費
税
・
地
方
消
費
税
率
が

10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
あ
わ

せ
、
市
の
各
種
施
設
の
使
用
料
等
を
引
き

上
げ
ま
す
。

十
和
田
湖
民
俗
資
料
館
の
入
館
料
無
料
化

　
４
月
か
ら
市
民
以
外
も
無
料
に
し
て
入

館
者
数
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

建
築
工
事
請
負
契
約
等
の
締
結

　（
仮
称
）
十
和
田
市
屋
内
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
建
築
工
事
請
負
契
約
と
電
気
設
備
工
事

請
負
契
約
を
締
結
し
ま
す
。
工
期
は
平
成

32
年
３
月
25
日
ま
で
。

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
益
川
毅
氏
を
新
た
に
任
命
し
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦

　
太
田
毅
氏
、
菊
池
佳
子
氏
、
下
川
原
敏

子
氏
を
引
き
続
き
推
薦
し
ま
す
。

　
高
森
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
と
八
甲
田
パ

ノ
ラ
マ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
共
通
シ
ー
ズ

ン
券
を
、
４
月
か
ら
導
入
し
ま
す
（
高
校

生
以
上
１
８
１
０
０
円
）。

《
主
な
質
疑
》

Ｑ
　
共
通
シ
ー
ズ
ン
券
の
料
金
の
設
定
根

拠
は
。

Ａ
　
現
在
の
両
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
シ
ー

ズ
ン
券
の
料
金
を
合
算
し
、
そ
の
８
割

に
設
定
し
ま
し
た
。
料
金
軽
減
に
よ
り

利
用
者
数
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

　
若
葉
球
技
場
と
高
森
山
人
工
芝
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
使
用
料
を
、
10
月
か
ら
引

き
上
げ
ま
す
（
例
：
入
場
料
を
徴
収
せ
ず

に
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
に
使
用
す
る
場

合
の
１
時
間
当
た
り
の
使
用
料
は
、
４
２

０
円
か
ら
８
５
０
円
に
）。

《
主
な
質
疑
》

Ｑ
　
引
き
上
げ
の
理
由
は
。

Ａ
　
５
年
前
に
人
工
芝
に
改
修
し
た
際
、

使
用
料
は
据
え
置
き
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
人
工
芝
の
維
持
管
理
に
相
応
の
費

用
が
か
か
る
た
め
で
す
。

Ｑ
　
他
の
市
町
村
の
同
等

施
設
と
比
べ
て
金
額
は

ど
う
か
。

Ａ
　
他
で
は
、
一
番
低
い

と
こ
ろ
で
１
０
２
０

円
、
一
番
高
い
と
こ
ろ

で
２
１
６
０
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
当
市
の
８

５
０
円
と
い
う
金
額
設

定
は
、
そ
れ
ら
と
比
べ

て
低
い
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

❺ ❹

３月定例会
－議案審議の状況－

若
葉
球
技
場
等
の

使
用
料
を
引
き
上
げ
ま
す

２
つ
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の

共
通
シ
ー
ズ
ン
券
を
導
入
し
ま
す２つのパークゴルフ場が利用しやすくなります

そ
の
他
可
決
し
た
主
な
議
案

一

　般

　質

　問

第
１
回
定
例
会
は
、
13
人
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
紙
面
の
都
合
上
、
各
議
員
が
指
定
し
た
質
問
事
項
と
そ
の
答
弁
を
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
十
和
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
、
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
（
６
月
掲
載
予
定
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｑ

Ｑ

Ｑ

議
　
員
　
憲
法
第
26
条
に

「
義
務
教
育
は
、
こ
れ
を

無
償
と
す
る
」
と
あ
る
が
、

現
実
に
は
学
校
給
食
費
等
、

保
護
者
の
経
済
的
負
担
が

大
き
い
。
給
食
を
無
償
化

す
る
考
え
は
。

教
育
長
　
市
は
学
校
給
食

経
費
の
一
部
と
し
て
広
域

事
務
組
合
に
約
２
・
３
億

円
を
支
出
し
て
い
ま
す
。

無
償
化
に
は
さ
ら
に
保
護

者
負
担
分
の
約
２
・
３
億

円
が
必
要
と
な
り
、
財
政

的
に
厳
し
い
た
め
実
施
す

る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
　
員
　
学
校
給
食
で
安

心
・
安
全
な
食
材
が
提
供

さ
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い

る
と
思
う
が
、
給
食
で
の

地
場
産
品
の
使
用
割
合
は
。

市
　
長
　
平
成
29
年
度
は

重
量
比
で
７
・
２
％
で
し

人
は
、
こ
れ
ま
で
発
掘
調

査
等
の
業
務
の
ほ
か
、
人

材
育
成
の
観
点
か
ら
他
の

部
署
で
の
業
務
に
も
従
事

し
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
市
の
歴
史
を
子

供
た
ち
に
伝
え
て
い
く
た

め
、
歴
史
研
究
に
興
味
・

関
心
を
持
つ
若
い
方
を
ど

う
養
成
し
て
い
く
か
。

教
育
部
長
　
各
種
講
座
や

企
画
展
の
開
催
等
に
よ
り

気
運
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

た
。
地
元
食
材
の
活
用
を

推
進
し
、
10
％
以
上
と
な

る
よ
う
努
め
ま
す
。

議
　
員
　
生
活
が
困
窮
し

て
い
る
家
庭
等
を
対
象
と

し
た
就
学
援
助
制
度
の
う

ち
、
新
入
学
児
童
生
徒
学

用
品
費
等
の
支
給
額
は
。

教
育
部
長
　
ラ
ン
ド
セ
ル

や
制
服
代
等
の
費
用
の
一

部
と
し
て
、
小
学
１
年
生

に
１
万
９
千
円
、
中
学
１

年
生
に
２
万
２
千
円
支
給

し
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
市
職
員
に
学
芸

員
の
資
格
を
持
っ
た
人
は

何
人
お
り
、
ど
う
配
置
さ

れ
て
い
る
か
。

総
務
部
長
　
考
古
学
専
攻

で
資
格
を
有
す
る
こ
と
を

条
件
に
採
用
し
た
職
員
２

小笠原　良　子
（日本共産党）

小
中
学
校
の
給
食
を

　
　
　
　
　無
償
化
す
る
考
え
は

財
政
的
に
難
し
い

郷土館～郷土史研究の殿堂～

め
、
十
和
田
湖
・
奥
入
瀬

渓
流
の
世
界
自
然
遺
産
へ

の
登
録
を
目
指
す
考
え
は
。

観
光
商
工
部
長
　
世
界
自

然
遺
産
の
趣
旨
は
、
自
然

環
境
の
保
全
で
あ
り
、
知

名
度
向
上
に
よ
る
観
光
振

興
は
二
次
的
効
果
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
十
和
田
八

幡
平
国
立
公
園
は
、
国
立

公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
モ
デ
ル
地
区
に
選
ば
れ
、

現
在
、
訪
日
外
国
人
を
引

き
つ
け
る
取
り
組
み
を
集

中
的
に
実
施
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
観
光
振
興
を
目

的
に
世
界
自
然
遺
産
へ
の

登
録
を
目
指
す
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
。

き
ま
せ
ん
。

議
　
員
　
既
存
の
十
和
田

八
幡
平
国
立
公
園
の
看
板

が
目
立
た
な
い
の
で
、
焼

山
地
区
の
十
和
田
橋
周
辺

に
国
立
公
園
の
入
り
口
と

わ
か
る
標
示
物
を
設
置
す

る
考
え
は
。

観
光
商
工
部
長
　
国
立
公

園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ

ラ
ム
２
０
２
０
の
取
り
組

み
方
針
の
中
で
、
案
内
誘

導
の
強
化
等
が
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
特
に
国
立
公

園
入
口
付
近
に
、
結
界
感

の
創
出
を
補
足
す
る
標
識

類
や
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
設

置
を
検
討
す
る
こ
と
が
新

た
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
盛
り

込
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
す
の

で
、
観
光
客
に
わ
か
り
や

す
い
標
示
物
の
整
備
を
、

既
存
の
看
板
を
所
管
す
る

環
境
省
に
働
き
か
け
て
い

き
ま
す
。

議
　
員
　
観
光
振
興
の
た

議
　
員
　
選
挙
へ
立
候
補

す
る
者
に
、
ポ
ス
タ
ー
の

掲
示
、
選
挙
公
報
へ
の
政

策
提
示
、
選
挙
カ
ー
の
使

用
を
義
務
化
す
る
考
え
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

公
職
選
挙
法
上
、
こ
れ
ら

を
義
務
と
す
る
定
め
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
市
独
自

で
法
律
の
規
定
内
容
を
上

回
る
よ
う
な
義
務
化
は
で 中　嶋　秀　一

（自民公明クラブ）

選挙の立候補者に
　　　選挙運動の義務化を

法律の定めがないため
　　　　　　できない

恵まれた自然環境を保全しつつ魅力発信を

教
育
長

議
　
員

教
育
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長

議
　
員

総
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長

議
　
員
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長

議
　
員

市
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議
　
員
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員
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観
光
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員

議
　
員


